
　
今
般
、
川
端
達
夫
文
部
科
学
大

臣
は
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調

査
」
に
つ
い
て
、
来
年
度
よ
り
 

「
全
児
童
生
徒
方
式
」
か
ら
「
抽

出
方
式
」
に
変
更
す
る
方
針
を
表

明
し
、
来
年
度
予
算
概
算
要
求
も

そ
れ
を
踏
ま
え
た
形
に
減
額
修
正

さ
れ
る
。
「
抽
出
方
式
」
に
す
る

こ
と
で
、
都
道
府
県
や
自
治
体
間

の
学
力
比
較
が
で
き
な
く
な
り
、

地
域
間
格
差
を
是
正
す
る
実
効
性

が
失
わ
れ
る
お
そ
れ
さ
え
生
じ
て

い
る
。

　
よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
国

会
お
よ
び
国
に
対
し
、
小
六
・
中

三
の
全
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る

全
国
学
力
テ
ス
ト
を
継
続
し
、
更

な
る
充
実
を
図
ら
れ
る
こ
と
を
強

く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

　
世
界
的
な
大
不
況
の
影
響
に
よ

り
町
田
市
内
で
も
生
活
保
護
を
求

め
る
方
が
急
増
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
方
々
に
対
し
て
、

生
存
権
確
保
の
観
点
か
ら
、
日
本

国
憲
法
は
第
二
五
条
第
一
項
を
設

け
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
、
同

条
第
二
項
に
お
い
て
、
「
国
は
、

す
べ
て
の
生
活
部
面
に
つ
い
て
、

社
会
福
祉
、
社
会
保
障
及
び
公
衆

衛
生
の
向
上
及
び
増
進
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て

い
る
。

　
よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
国

に
対
し
、
生
活
保
護
に
か
か
わ
る

費
用
負
担
の
割
合
を
こ
れ
ま
で
よ

り
増
や
し
、
市
町
村
の
生
活
保
護

に
関
す
る
負
担
を
軽
減
す
る
よ
う

強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

　
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

は
、
平
成
二
一
年
度
に
全
国
三
二

団
地
の
約
三
万
戸
を
代
表
的
な
団

地
と
し
て
試
行
的
に
選
定
し
、
定

期
借
家
契
約
に
よ
る
空
家
入
居
者

募
集
を
実
施
す
る
と
し
て
お
り
、

年
度
内
に
は
全
賃
貸
住
宅
の
管
理

戸
数
の
約
二
割
に
導
入
拡
大
す
る

と
発
表
し
た
。
し
か
し
、
定
期
借

家
契
約
の
導
入
は
、
国
の
住
宅
政

策
と
違
い
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

都
市
再
生
機
構
の
業
務
の
合
理
化

対
策
で
あ
り
、
居
住
者
よ
り
も
管

理
者
に
配
慮
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
　
今
後
、
居
住
の
安
定
や
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
へ
の
影
響
が

懸
念
さ
れ
る
た
め
、
賃
貸
住
宅
へ

の
定
期
借
家
契
約
の
導
入
拡
大
を

撤
回
す
る
よ
う
強
く
求
め
る
。

　
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
四
件
あ
て

　
地
方
の
声
を
国
政
に
伝
え
る
上

で
、
地
方
自
治
体
の
長
が
中
央
政

府
に
対
し
陳
情
す
る
こ
と
は
極
め

て
重
要
な
手
段
で
あ
る
。

　
原
口
一
博
総
務
相
も
、
「
地
方

自
治
体
の
長
は
選
挙
で
選
ば
れ
た

地
域
住
民
の
代
表
で
あ
り
、
中
央

政
府
と
ア
ク
セ
ス
す
る
の
に
何
か

制
限
が
あ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な

ら
な
い
」
と
の
趣
旨
の
発
言
を
し

て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
、
与
党
で
あ
る
民
主

党
で
は
、
地
方
か
ら
の
声
を
き
く

窓
口
を
、
一
元
化
し
た
シ
ス
テ
ム

づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
国

に
対
し
、
地
方
の
声
を
し
っ
か
り

と
受
け
止
め
る
適
切
な
仕
組
み
を

保
障
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

 
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
六
件
あ
て

　
政
府
税
制
調
査
会
は
、
一
二
月

四
日
、
所
得
税
と
住
民
税
の
扶
養

控
除
を
廃
止
す
る
方
針
を
明
ら
か

に
し
た
。
扶
養
控
除
が
廃
止
さ
れ

る
と
、
所
得
税
は
二
〇
一
一
年
、

住
民
税
は
二
〇
一
二
年
か
ら
増
税

に
な
り
、
二
三
項
目
の
社
会
保
障

制
度
が
負
担
増
に
な
る
な
ど
国
民

生
活
へ
の
影
響
は
重
大
で
あ
る
。

ま
た
、
子
ど
も
手
当
が
支
給
さ
れ

る
世
帯
で
も
、
児
童
手
当
の
廃
止

と
所
得
税
、
住
民
税
増
税
に
よ
り

子
ど
も
手
当
の
効
果
は
縮
小
す
る
。

　
よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
国

に
対
し
、
庶
民
負
担
増
と
な
る
所

得
税
と
住
民
税
の
扶
養
控
除
廃
止

は
行
わ
な
い
よ
う
強
く
要
求
す
る
。

　
以
上
、
地
方
自
治
法
第
九
九
条

の
規
定
に
よ
り
、
意
見
書
を
提
出

す
る
。

　
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
五
件
あ
て

所
得
税
・
住
民
税
の
扶
養
控

除
廃
止
に
反
対
す
る
意
見
書

高
速
道
路
原
則
無
料
化
の
撤

回
を
求
め
る
意
見
書

全
児
童
生
徒
方
式
に
よ
る
全

国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
の

継
続
を
求
め
る
意
見
書

国
と
し
て
直
接
地
方
の
声
を

聞
く
仕
組
み
を
保
障
す
る
こ

と
を
求
め
る
意
見
書

生
活
保
護
費
の
う
ち
国
が
負

担
す
る
費
用
の
割
合
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書

「
都
市
再
生
機
構
」
賃
貸
住

宅
へ
の
定
期
借
家
契
約
導
入

に
反
対
す
る
意
見
書

　
政
府
は
高
速
道
路
原
則
無
料
化

の
方
針
を
打
ち
出
し
、
国
土
交
通

省
で
は
段
階
的
な
無
料
化
に
向
け

た
社
会
実
験
経
費
六
、
〇
〇
〇
億

円
を
平
成
二
二
年
度
予
算
概
算
要

求
の
な
か
に
盛
り
込
ん
だ
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
鉄
道
・
フ
ェ

リ
ー
・
バ
ス
業
界
な
ど
か
ら
は
 

「
客
離
れ
が
進
む
」
と
の
懸
念
が

示
さ
れ
て
い
る
。

　
政
府
が
目
指
す
無
料
化
に
よ
る

経
済
活
性
化
に
つ
い
て
も
、
地
域

間
格
差
を
助
長
し
か
ね
ず
、
高
速

道
路
原
則
無
料
化
に
国
民
の
六
割

以
上
が
反
対
し
て
い
る
と
の
調
査

も
あ
る
。

　
よ
っ
て
、
町
田
市
議
会
は
、
国

会
お
よ
び
国
に
対
し
、
高
速
道
路

原
則
無
料
化
の
方
針
を
撤
回
す
る

こ
と
を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

 
内
閣
総
理
大
臣
ほ
か
七
件
あ
て

　
平
成
二
一
年
第
四
回
定
例
会
に

は
六
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
、
審

査
を
行
い
ま
し
た
。
結
果
、
五
件

が
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
継
続
審
査
と
な
っ
て
い

た
請
願
の
う
ち
、
一
件
は
取
り
下

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
詳
細
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
取
り
下
げ
ら
れ
た
請
願
】

◎
町
田
市
小
山
町
へ
の
二
〇
年
間

期
間
限
定
認
可
保
育
園
建
設
計
画

に
関
す
る
請
願

◎
都
市
再
生
機
構
賃
貸
住
宅
へ
の

定
期
借
家
契
約
導
入
反
対
の
意
見

書
採
択
に
関
す
る
請
願

◎
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
対
す
る
公
費
助
成
を
求

め
る
請
願

◎
細
菌
性
髄
膜
炎
（
ヒ
ブ
）
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
対
す
る
公
費
助
成
を

求
め
る
請
願
 
　
 

◎
す
べ
て
の
子
ど
も
に
学
ぶ
権
利

を
保
障
す
る
た
め
、
「
奨
学
金
制

度
の
拡
充
」
「
就
学
援
助
費
の
基

準
の
緩
和
」
を
求
め
る
請
願

◎
認
可
外
保
育
施
設
を
利
用
す
る

保
護
者
と
そ
の
乳
幼
児
（
待
機
児
）

に
対
し
て
保
育
料
負
担
軽
減
補
助

金
を
公
平
に
給
付
す
る
こ
と
を
早

急
に
求
め
る
請
願
 

　
都
立
町
田
の
丘
学
園
に
通
学
す

る
学
童
が
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
の
利

用
に
あ
た
っ
て
、
バ
ス
停
か
ら
の

「
迎
え
」
を
学
童
保
育
ク
ラ
ブ
指

導
員
の
業
務
と
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
指
定
管
理
者
の
事

業
と
し
て
、
児
童
の
保
護
者
と
指

定
管
理
者
が
契
約
を
締
結
す
る
方

法
な
ど
を
調
査
、
研
究
中
で
す
。

採
　
択

◎
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
料
化
を

求
め
る
請
願 不

　
採
　
択

請
願
の

請
願
の

　
審
査
状
況

　
審
査
状
況

請
願
の

　
審
査
状
況

請
願
の
処
理
経
過

請
願
の
処
理
経
過

及
び
結
果
報
告

及
び
結
果
報
告

　
同
乗
す
る
幼
児
の
安
全
等
を
確

保
し
、
子
育
て
家
庭
の
支
援
を
目

的
に
、
レ
ン
タ
ル
方
式
に
よ
る
事

業
実
施
に
向
け
て
、
一
二
月
補
正

予
算
で
審
議
し
て
い
た
だ
く
予
定

で
す
。

　
平
成
二
一
年
第
三
回
定
例
会
に

お
い
て
採
択
さ
れ
た
請
願
に
つ
い

て
、
市
長
か
ら
処
理
経
過
及
び
結

果
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　「
都
立
町
田
の
丘
学
園
に

通
学
す
る
学
童
に
対
す
る
、

バ
ス
停
車
場
所
へ
の
迎
え
を
、

学
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
の
業
務

の
一
環
と
し
て
認
め
る
こ
と
」

を
求
め
る
請
願

　
子
ど
も
を
保
育
園
等
に
送

迎
す
る
た
め
の
「
幼
児
２
人

同
乗
用
自
転
車
」
に
つ
い
て

市
の
支
援
を
求
め
る
請
願

請
願
の
処
理
経
過

及
び
結
果
報
告

「点字」「テープ」の「点字」「テープ」の
市議会だよりをご利用ください。市議会だよりをご利用ください。
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議員提出議案

第4回定例会では意見書6件を可決し、議長名で関係行政庁へ提出しました。要旨は次のとおりです。

平成22年（2010年）1月30日（5） No.175 町田市議会だより

請願の出し方
(1)　市・国等への要望を文書で提出してください。（請願の件名・要旨・理由などを簡潔
に書いてください。）         

(2)　請願者の住所（法人・団体の場合は、所在地及び法人・団体の名称）を記入し、請
願者（法人・団体の場合は、代表者）が署名、または記名押印（ゴム印、パソコン等
で記入した場合は押印）をしてください。                                     

　※　請願者が２名以上のときは、外何人と記入し、その方たちが、上記と同じ方法で
記入した署名簿を添付してください。         

(3)　請願書の表紙に、１名以上の紹介議員（市議会議員）の署名または記名押印をして
もらい、議会事務局議事係へ提出してください。                                

　※　様式は次のものを参考にしてください。 請願書の用紙は、議会事務局で必要な方
にお渡ししていますので、遠慮なくお申し出ください。                                       

　請願者の代表者の氏名・住所等の公表         
　　　提出された請願書の記載事項で、請願者（２人以上で提出の場合は代表者のみ）の

住所・氏名・団体名は、公表されますので、予めご了承ください。
　　（請願・陳情文書表、町田市議会会議録、町田市議会ホームページの会議録の検索等で

公表されます。）       

※　請願はいつでも受け付けます。                                       
  　定例会の開催される月（３、６、９、１２月）の５日の午後５時までに提出された請願

は、その定例会の会期中に審査されます。（５日が土曜日の時は７日の午後５時、日曜
日または休日の時は６日の午後５時までとなります。）

   　■委員会で請願者が発言できます。 
　　　請願者の意見陳述（国・都に対する意見書を求める請願を除く）を行います。 
　　　請願者本人の希望により、各委員会開会中に行うもので、請願者本人から所管委員（市

議会議員）に対し、請願を提出するに至った思い・意見や考えを述べてもらいます。
意見を述べた後、各委員（市議会議員）が質疑を行います。 

 
　　　定例会に初めて提出される請願について、請願者は５分以内で意見陳述を行い、出

席できる請願者は２名までとします。 
 
※　請願書の提出時に、請願者の意見陳述を行うかどうか、お聞きします。

（表紙）

決裁欄

請願第　号
（請願の件名）

●●●● に関する請願  
（題名を記入）   
   
請願要旨   
　●●●●●●●●●●●●●●●●   
　●●●●●●●●●●●●●●●●   
（請願の要旨を簡潔に書いてください。)  

　　　年　月　日  
 　　　　　　　　 議長名を記入
   
町田市議会議長  ●●●● 様

紹介議員

電話　● ● ● ●

請願者
　住所　● ● ● ●
　氏名　● ● ● ●
　　　　　　　　外●●人

請願

（本文）
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